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鮮経済の近代的発展を促したという観点から第 1 段階を1910年から20年，第 2 段階を1920年か





の不可欠の基礎文献のひとつである朴慶植氏の著作では， (1)1910年代の武力支配政策， (2)1920 












(2) 鈴木武雄『朝鮮の経済』日本評論社， 1942年， 82'"'-'83ベージ。なお，鈴木氏が第 2段階の開始を
1920年からとしたのは，その年が「産米増殖計画」の実施や関税据置期間の満了，会社令の撤廃の年
であることを根拠にしている。





























(6) 梶村秀樹「旧植民地社会構成体論J (冨阿倍雄・梶村秀樹編『発展途上経済の研究』世界書院， 1981 
年，第 3章〉。なお，同論文は梶村秀樹著作集編集委員会編『梶村秀樹著作集JI (第三巻『近代朝鮮社
会経済論』明石書店， 1993年〉に所収されている。本稿での引用は初出文献による。











































(8) K ・マルクス(武田隆夫・遠藤湘吉・大内力・加藤俊彦訳) W経済学批判』岩波文庫， 1966年， 13 
"'14ページ。



























































第 1 期半植民地・国家農奴制社会(1876 ，，-，1910年〉一国家的農奴制を基本的生産様式とし，
副次的生産様式として両班地主〈私的農奴制〉や庶民地主(近代的・中間的地主制〉をも含む
社会。





























































点，開港から植民地期を 3 つに時期区分(したがって植民地期を 2 つに時期区分〉している点




















査と， r工場労働者」に限って集計した工場統計・戸口統計という 2 系列の統計から， 1920年
代から始まり 30年代半ばまで主流となっていた軽工業を中心とする工業化(この工業化は紡績
業・精米業などを中心として朝鮮人資本や朝鮮人家内工業が大きな比重をもっ〉と日中戦争以







































(21) 橋谷弘 11930 ・ 40年代の朝鮮社会の性格をめぐってJ (朝鮮史研究会編『朝鮮史研究会論文集』第
27集， 1990年，所収) 131"'133ページ。




(25) 金泳錆「脱植民地化と第四世代資本主義J (Ií岩波講座近代日本と植民地 8 アジアの冷戦と脱植民
地化』岩波書店， 1993年，所収) 138"'139ページ。
(26) 毛利健三『自由貿易帝国主義一イギリス産業資本の世界展開』東京大学出版会， 1978年， 110'" 
111ページ。
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属する典型的な例であるとし，しかも台湾の場合には半破壊型であるのに比べ朝鮮では日本帝
国主義が朝鮮社会の内部の真中に入り込んで完全破壊の型をとったとして(これに解放後の南
北分断や朝鮮戦争による人的物的破壊が加わる〉否定的であり，マクロ・レベルでみると，植
民地遺産は国民経済の住組みを破壊させて，その結果，民族資本はなくしてしまうため，戦後
の第 4 世代資本主義は国家と外資が担い手になっていわば国民経済欠如型=非接合型の産業化
(2わ
を余儀なくされたとしている。
植民地期朝鮮社会について実に多くの視角からの理論的・実証的研究が出てきている。本稿
はそれらの研究成果の一部を取り上げたにすぎず，しかも極めて不十分な整理となってしまっ
た。これからも，これら理論的・実証的研究の論点や論理構造を学び，吸収することを通じて
筆者の朝鮮近代史認識を深めたいと思っている。
(27) 金泳鏑，前掲「脱植民地化と第四世代資本主義J 137"-'144ベージ。
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